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Nerval作品中での LesChimとresの位置
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Les Chimeres (幻想詩集〕は， 1854年!CLes Filles du Feuの終り l乙併せて出版された12

篇の sonnetである.それぞれの表題は次の通りである.

1. El Desdichado 2..LlのJrtho 3. Horus 4. Anteros 5. Delfica 6. Artemis 7. Le Christ 

aux Oliviers (1. 2. 3. 4. 5) 12. Vers dores 

きて，Les Filles du Feu (1854)出版にあたって，序文として AlexandreDumasへの献

辞が添えられたが，その中で Nerva1は，

Une fois persuade que j'ecrivais ma prop町 histoire，j e me suis mis a traduire tous mes 

reves， toutes mes emotions， j竺竺1 竺lIsattendri a cet amour pou~~ne_étoile fugi!ive q~i 
m'abandonnait seul dans la mit dpm号 des豆吋~， • j '~J?1e':l.E生j'ai frりides vaines appari~ 
tions de mon sommeil. Puis un rayon divin a lui dans mon enfer; entoure de monstres 

contre lesquels je luttais obscurement， j'ai saisi le fi1 d'Ariane， et des 101's toutes mes visions 

sont devenues celestes. Quelque jour j'ecri1'ai 1'histoire de cette <descente aux enfers)>ラ

(・・・)1) (下線は引用者)

この一節から容易に LesChimeresの共通要素をひき出すことができる.例えばくreve>

くamour>くetoi1e>くnuit>くdestinee>くunrayon divin>くenfer>等々である.そ

してこれらの語はくmonstre>く1utter>くvision>くceleste>等と共に Aureliaの世界を

作る基本語ともなっているであろう.一友人への献辞から敢えてこのような共通語を見出

そうとするのは，これは Gerardの病について， Dumasが 1eMousquetaire (le 10 decembre， 

1853)紙にやや不用意に記事を出したことへの Gerardの弁解であり，当時の Nerva1の関

心事を洩らし，それを披漉しようという意図が読みとれるからである.更に上記引用 1-[1，

下線の筒所は，運命の恋人 JennyColonがその原却の Adrienneと重なる砂lvieの中の次

の一節と同ーの obsessionから発した同質の imageであることは疑いえない.

Cet amour vague et sans espoir， concu pour une femme de th品tre，[・・・J.avait son 

germe dans 1e souvenir d'Adrienne， fleur de 1a nuit ecloseゐ1apa1e clarte de 1a 1 une， 

fantome rose et b10nd [・・・J2) 

他!C，先の序文の終りにあったくdescenteaux enfers)>という言葉が，Aureliaの足後

の針jになって再び現われている事実も見逃せないであろう.

[・・・Jje compare cette serie d'epreuves que j 'ai traversees a ce qui， pour les anciens， 
representait l'idee d'une descente aux enfers.3) 

以上，それぞれの比較から LesFilles du Feu， Les Chimeresの1+11版にあたって既に Aurelia
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lこいたる構怨が出来上っていたことが窺えるの.そして文このことは，Aureliaの出版を見

る前から， Nerval的な symboliqueな語の構成に或る程度の統制が見られるまでにいたっ

ていたことも示していよう.つまり，Les Chimeresがその前後の散文作品と常に関係を保

ちながら，しかも Aureliaの構想が見通された中で， その位置が決定されたものと考えら

れないだろうか.事実 Aureliaの titreprimitifはArtemisou le reve et la vieであったから.

AureliaとLesChimeresの一筋 Artemisとの間のつながりは確かであると言えるの.

( 2 ) 

そこで LesChimeresのrj'1乙他の作品，珠lこOctavieとAurelia1こ見られる imageを探っ

てみたいと思う.先ず Myrthoの 1erquatrainの中の， <Aux raisins noirs meles avec l'or 

de ta t民sse.)>という詩句には，Octavieの次の一節，

〔・・・]la pensee du rendez-vous qui m'avait etξdonne par la jeune Anglaise m'arracha 

aux fatales idees que j 'avais concues. Apres avoir rafraichi ma bouche avec une de ces 

6normes grappes de raisin que vendent les femmes du marche， [・・・]6)(下線は引用者)

に思いlHが重なっているであろう Octavieというこのイギリス娘は <unetete blonde)> 

であった.そして砂lvieの中の Adrienneも同様に blondeであった.更にこの Octavieは

1845年7月の l'Artiste紙上では l'Illusionという表題になっていた.こうして Myrthoでは

Naplesの旅行を中心に忘れ得ぬ思い出が単なる個人的経験を脱して詩的 illusionとなり，

Pausilippe7)の丘陵や Vesuve火山が，文18世紀に創り出された新しい花くpalehortensia > 

と古い神聖な花8)くmyrtevert >， OrientとGrと田の合する Naplesが，絢;欄と展開する. 

.AめIrthoと同様，Delfica iとも Naplesの回想が明確に現われている.2e quatrainの中の

<Et les citrons amers 0むピimprimaienttes dents，)>には Chansonde Mignonの〈レモン

の木)>9)と次の Octavieの中の一節，イギリス娘の思い出とが含まれている.

[・・・ J，elle imprimait ses dents d'ivoirモdansl'ecorce d'un citron ;10) 

最も難解で且つ魅力lと富む ElDesdichado， Artemisにも， Octavie 1こ限らず Aureliaの思想」

的背景を看取することが出来ると思う.

先ず Artemisの 2equatrainとtercet にそれぞれくro町〉が出て来る.パラは信仰の上

で伝統的に christianisme--Marie及び sainte-ーに結びつく. 2e quatrain. 

<La rose qu'elle tient， c'est la Rose tremiere.)>の中のくRosetremiere>に関して， P. 

Eluard所有の manuscritR: Nervalの付している noteが， <Philomene)>l1)となってお

り，又最後の vers，<sainte de l'abime)>には <Rosalie)>と注記しであるから，いずれも

Naplesの聖女を意味している 12)即ち geversの

<Sainte napolitaine aux mains pleines de feux，)> tこ同化され，そしてこれが 10"versで

は更にくRoseau c田urviolet~> となり Octavie の次の一節に現われる幻の女と同ーの

imageであることをl別冊i?こ示していよう.

[・・・]une figure dc sainte Rosalie， couronnec de roses violettes， semblait plus loin 
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proteger le berceau d'un enfant endormi :13) 

そうすると最後の tercetの <Rosesblanches)>は何を象徴しているのであろうか.

Aurelia第E部第 2章に， 自分のために祈ってくれたくElle>が失われたという幻覚にと

らわれる.

Du haut du ciel， elle pouvait prier pour moi l'Epoux divin [・・・]L'abime a recu sa 

proie!日leest perdue pour moi et pour tous!・.. 14) 

これは恐らく SaintePhilomeneか saintede l'abime と結びつくものと考えられる.

Sainte Philomeneは19世紀に創作された聖女らしいが，これについては JeanRicherの引

用する legende15)が最もふさわしいようである.それによると Philomeneはギリシャの

王子の娘であるから，結局 pagalllsmegr伐を代表し，それにくsainte>即 christianisme，

とPompeiの遺跡のある Campanie即その神殿の示している Isis女神信仰，との三つが一

つになって，いわば Nervalの sync吋tismeを示しているというのが roseの合作からくる

意味であろう.そうするとくrosesblanches)>はどうか.

Bibliotheque Nationale， 1955， nO 297， l'Exposition Nervalカタログの注16)によると，

Dans Octavie une figure de cette sainte， couronnee de roses violettes， veille sur l'enfant de 

la bohemienne napolitaine; quelque peu magicienne. Dans l'esprit de Nerval， la rose blanche 

de la sainte pr白erveeet toute celeste s'oppo舵ゐ larose violette be la sainte de l'abime. 

くroseblanche >を守護された全く天上の聖女のものとする一般的な認識はうなずけな

いことはないが， quelque peu magicienneなくroseviolette>との対比の仕方に問題はな

いだろうか Nervalのくroseblanche>から受ける意味は，上記のカタログにある註の

解決のように単純なものではないと思われる.くroseviolette >が Nervalにあっては不吉

を表わす何者でもなく，むしろ syncretismeと更に殉教の意味さえも含むいわば彼の理想

像となっているところから推して，くro唱ebla配 he>を別の意味での対比で考えられないで

あろうか.そこでもう一度 Octavieに帰って見ょう.

Mourir， grand Dieu! pourquoi cette id仕 merevient-el1e a ωut propos， comme s'il n'y 

avait que ma mort qui fut l'equivalent du bonheur que vous promettez? La mort! ce mot 

ne repand cependant rien de sombre dans ma pensee. El1e m'apparait couronnee de roses 

pales， comme a la fin du festin ;17) (下線は引用者)

これは確かに rosesblanchesではないが，これに続く vers，

くTombez，fantδmes blancs， de votre ciel qui brule:)>では上記 Octavieの引用に非常に

接近していることが窺える.そこで， <rωes blanches)>を単に toutescelestesなものと見

ることは妥当ではないように思える.むしろ mortへの誘ないを意味するものではなLユか

と考える.

このように解釈を進める時 Artemisの中で重要な位置を占める sainte--roscの志味

が，Octavieとの連関をより強く示していることがわかる.また註2)の引用文lζ見られる

めIlvieの中の Adrienneの思い出につながる fantomeの一連の描写にも， 死にかかわる
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くroseblanche>の雰囲気をそれらの言葉自身から或はその志味あし〉から感じられるよう

にさえ思えるのである.

さて，最後に ElDesdichadoの l."rquatrain I乙例を見ると，

<Ma seu1e etoile est morte，--et mon 1uth constelle Porte le soleil noir de 1a Melancolie.'p 

これは明らかに Aurelia第H部第4章の一節，

Les etoiles brillaient dans le firmament. Tout a coup i1 me semb1a qu'elles venaient de 

s'eteindre主 lafois comme 1es bougies que j'avais vues a l'句1ise.[・・.J Je croyais voir 

un soleil noir dans 1e ciel desert et un globe rouge de sang au-dessus des Tui1eries.1s) 

のrf'lにその忠実な投影を見ることが出来よう. しかしながら2'う quatrain1/:::入ると，

<Dans la nuit du tombeau， toi qui m'as console， 

Rends-moi 1e Pausilippe et la mer d'Ita1ie， 

La fleur qui p1aisait tant a mon cceur desole， 

Et la trei1le ou le pampreゐlarose s'allie.> 

このように Nap1esの近く Pausilippeの丘陵，ブドー棚， ancolieの花，それに恐らくは

Virgileの墓などの souvenirsが， 1 Cr quatrain こ比して調子のやわらかい， lo]組、的な表現

で展開され，Octavieの世界を詩的な普遍性lこ変えている.言葉を換えれば，Octavieの'1'

に， Nervalの苦しみ，求め，癒された Chimeresの足跡を容易に見出すことが出来るので

ある.

以上いくつかの用例の比較により，Les Chimeresが LesFilles du Feuの中の Octavieや

りlvie(Isisも数えることができると思うが)それに Aureliaと思想的に密接なつながりの

あることが認められた.更に LesChimeres出版の時には LesFilles du Feuから LesChimeres， 

Aureliaへと Nervalの神秘的な syncretismeの programmeはほぼ完成していたものと推

定された.

( 3 ) 

次に LesChimeresを通じて現われる共通した特徴をひき出して見たい.それは逆lこ，仙

の作品との相違を際立たせ，Les Chimeresの位置をより明確に示すことになるであろう.

まずくfeu>の幻影である.そもそも火の幻影は表題に始まる.ギリシャ神話では単数の

Chimるreは架空の怪獣くchimaera>で，前部からライオン， 山羊， 竜の三つの形をそな

えていて，火焔を武器とする19) Virgi1eの亘neideIこ出て来る怪物であるから Nervalは

恐らく LesChimeresの中にこれを惣像していたものと思われる.詩集の最後にある Vers

doresその他 A今rtho，Del.ficaにおいて， Virgi1eから強く霊感を受けていることは既に指摘

されている20) 各詩篇が焔を吹く chimaeraの一部だと考える11寺，実に象徴的な表題と言

える.そして， この火は或i時は地下に命脈を保ち続け，大地をゆるがす Cainのー僚とな

る iNi篇，+，随JVr1こ火の指flきと底知れぬエネルギーをi沼、めることができる.

<Je pense [・・。 J/ Au Pausi1ippe altier， de mille feux brillant， (Myr.) v. 2 
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<Je sais pourquoi 1a-bas 1e volcan s'est rouvert (Myr.) v. 9 

<Et de cendres soudain l'horizon s'est couvert (Myr.) v. 11 

<C'est 1e dieu des volcans et le roi des hivers i (Hor.) v. 8 

<J'ai parfois de Cain l'imp1acable rougeur (Ant.) v. B 

<Sainte napolitaine aux mains pleines de feux (Arte.) v. 9 

lmageの舞台は主としてイタリー， その Campanicyiにその'1'の Nap1es圃Pausilippe-

Vesuveとなっている.即 Octavieの舞台である.

それからくfeu>に関連して，神話上の神や人物とその主主チ，それに LeChrist aux Oliviers 

の中に共通した一つの要素が感じとれる.それは先ず次のような村1々 によって象徴される

くforce>である. Iacchus， Kneph， Isis， Cybさle，Horus， Hermes， Osiris， Anteros ( = Anti-

Amour)， Antee， Cain， Artemis等 macrocosmeとmicrocosmeの contrasteの効果と相侯っ

てくforce>は一段と偉大さを増しているであろう.

そして次には，以下のような詩句に見られるくviolence>である.

<Depuis qu'un duc normand brisa tes dieux d'argile， (Myr.) v. 12 

<Le dieu Kneph en tremblant ebranlait l'univers: (Hor.) v. 1 

<Je retourne les dards contre le dieu vainqueur (Ant.) v. 4 

<Sous la paleur d' Abel， helas! ensanglantee， 

<J'ai parfois de Cain l'implacable rougeur! (Ant.) v. 7-8 

くLaterre a tressailli d'un sou血eprophetique---(Delf.) v. 11 

<Frとres，je vous trompais: Abime! abime! abime! 

<Le dieu manque a 1 'autel 0むjesuis la victime・ (LeChrist.) 1， v. 12-13 

Les Chimeresを通じて見られる Feu-Force-Violenceはこうしてこの詩集の基本的姿勢

となっているようである.そして，この primitifな白e弔問を示す語群が，緊密な短詩形

表現によって一層の力感を誘発する.Myrtho， De伊ca，Artemisは Apollonのoraclesを告げ

る亙女達への allusionであると言われる21) 調子も他のものに比較してやわらかいが， J: 

例に見たよう !e，それらも力強い要素を欠くようなことはない.これは詩と散文作品との

相違を考慮に入れてもなお，この詩篇前後の作品には見ることの出来ない特徴である.

( 4 ) 

先程 Naples-Vesuveをくfeu>の imageと結び、つけたが， Pausilippe!こはくTombeaude 

Virgile>という monumentがあり，この下の七百米の洞窟 (OctavieIこも記されている.) 

というのは Cumesの sibylleのものではなかったろうか.普通 DelphesのA女と Cumes

のAfA女が同一に扱われ， libyeとBabyloneの厄女が混同され，かくして二つの groupeに

集約される所から22¥ Myrtho一一 Delfica(Daphne)--Artemisを sibyllesoccidentalesと

してここに集めることができる. lJ:!に Naples--V esuveから Pompeiの遺跡，そこに見

るIsis制1の干1¥1殿， このj完峰を前にして Gerardは次のように航{誌を得る.
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Le christianisme primitif a invoque la parole des sibylles et n'a point repousse le 

temoignage des derniers oracles de Delphes. [・ ・.汁]Loin d白emoωiラC白er此te伐s，la p戸ens毛仕ed'avoir . 

r吋tωll'1η叫1Ile白sdetails qui pr尚.モ6仕ce在討den凶1此ten vue seulement d白eprouver que la religion chr吋e白“t“lenn江lnea 
f白al比tde nombr町で引euxemprunts aux dernieres formules du paganisme: ce point n'est nie de 

personne. Toute religion qui succede込uneautre respecte longtemps certaines pratiques et 

formes de culte， qu'elle se borne込harmoniseravec ses propres dogmes.23) 

Nervalの syncretismeが以上のように亙女を経て. Isis神を中心として.Campanie に

結集される時， volcaniqueな eclatを伴う LesChimeresの宇宙は響き合い， ふつふつと

Cainのるnergieが波り，創造の mytheが展開する ElDesdichadoの絶望的でしかも高い

調子，そして叉 Artemisの mysterieuxな告白調も，この中で完全に impersonnelなもの

となり， orgueilleuxな energieが神話的次元民高められているようである.

Artemisを中軸とする星座，乙の宇宙には単一な物語は望めない.それぞれの星が偉大な

白 ergieを持って， mytheの elementsとなり，独特な風土を奏でていると言える.これが

正にくchimere>的現象であろう.

しかし LesChimeres には pantheisme，polytheismeの世界とその緯糸をなす syncretisme

の思想があり，これが LesFilles du Feuの中の諸篇，特l亡命tavie，Isis，秒lvieと密接な関係

を持っている Octavieの有する異教的，Isis における諸教混活的，そして Sylvieのキリス

ト教的思想は極めて近い形で LesChimeres Iこも存在した. しかしそれぞれでもなお Les

Filles du Feuの伺人体験的な， personnelな雰囲気を持つ描写は LesChimeresといちぢる

しい対照をなしている.それは sonnetという形式を通じて Nervalはsentimentalな面を

極度に抑え， Albert Beguinの評言にある <l'etonnantesimplicite de ses moyens d'expres-

sion~ と <sa syntaxe est normale~24) という特質を持ち，一種 primitif で classique な味

わいを出していることにもよると思われるが，何よりも描写された字宙が人間的尺度を超

えたるnergieの世界に高められたことにあるであろう.運命(ledestinー←ーElDesdichado) 

に従うことを知る者の orgueilにみちた序奏が奏でられると，花が，聖女が， A女が，女
王が，妖精が，女神が Chimeresの宇宙の essentielな elementとして立ち1::.る.このよう

に LesFilles du Feuの個人的世界から神話の世界への脱皮は遂げ、られたであろう.

ところが，初めに検討した如く LesChimeresを出版する時， Nervalは既に Aureliaの構

想を持っていた筈であった.にも拘らず，Les Chimeresの中l亡くlaVierge>を導くこと

をしていない事実を我々は看過することはできない.異教的世界の vitaliteの中に殉教の

聖女 SainteRosalie， Sainte Philomene， Sainte de Sicile， Sainte Gudule達を舞台にのぼせ

てもくlaVierge>を登場させることはできなかったと考えられないだろうか. しかし

くrose>がくlaVierge>の象徴であったことを考えあわす時 Nervalの脳視に Marie

を中心とする救霊の神話が既に用意されていたと想像出来ないことはない.ともあれこれ

がLesChimeresの宇宙の限界であろうと思われる LesChimeresは確かに一つの elevation

にちがl)ない. しかしそこには未だ cainismeが，くfeu>と結びついて激しく燃えてい
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た.くlaVierge>が聖なる珂:として真に救いの mythe ~C姿を現わすためには Aurélia を

待たなければならなかったわけで、ある Aureliaにおいて Nervalの築いて行く宇宙は人間

の立場からの神聖な Drameである.そこに到着する迄に，Les ChimeresはNervalの必ず

扉を町いておかなければならない神々の世界であったと思われるのである.

[1965年11月19日]
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10) G. de N.， liv. cit. (Pleiade) Tome 1， P. 28~ 
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